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資　　料
臨床看護師の演習参加による成人看護学実習指導での効果
－看護師と看護学生の評価から－
Eﬀect by the adult nursing training instruction with the practice participation of the clinical nurse
－ Based on the investigation of the Clinical Nurses and the nursing students －
本山仁美，櫻井理恵，河田純子，松本里加，是村利幸，梶原貴宏，新井敏子
Hitomi Motoyama, Rie Sakurai, Junko Kawata, Rika Matsumoto, 
Toshiyuki Koremura, Takahiro Kajiwara, Toshiko Arai
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要　　旨
　2014 年度から成人看護学の学内演習 ( 技術演習，看護過程 ) において臨床看護師と協働した授業をおこなっ
ている．臨床看護師が学内演習に協働したことによる実習指導への効果を明らかにすることを目的に，演習に
協働した臨床看護師 32名と学生 88名に調査を実施した．その結果，看護師は学内演習に協働することによっ
て学生の状況を理解し，実習指導の意欲が高まった経験をしていた．また学生による看護師の実習指導評価に
おいては，学内演習で協働した看護師は協働していない看護師よりも情緒的な支援の項目で評価が高かった．
これらのことから臨床看護師の学内演習での協働経験が実習指導に効果を及ぼしたことが示唆された．しかし，
学生の思考に対する看護師の実習指導は，学内演習の協働だけでは効果がみられなかった．  
受付日：2016 年 9月 30日　　受理日：2017 年 2月 2日
埼玉医科大学保健医療学部看護学科（成人看護学）
Ⅰ．はじめに
近年の医療において病院の機能分化や在院日数の短
縮化によって臨地実習を取り巻く環境が年々変化してき
ており，それらに対応できる質の高い看護実践能力を修
得した人材を育成することが看護基礎教育に期待されて
いる．しかし成人看護学の授業時間数は 2011 年度の保
健師助産師看護師学校養成所指定規則の改正に伴い，実
習時間が 180 時間から 135 時間に短縮された．成人看
護学は看護基礎教育のなかでも病気や治療に伴う看護を
中心に展開される科目であり，既習した知識・技術・態
度を統合して患者個々の状況を判断して必要な看護を実
践することが要求される（濵松ら , 2012）．これまでの
学びを統合していく学習の主な場が臨地実習であるが，
その時間数が短縮されたことから成人看護学の授業内容
や方法についての検討が喫緊の課題となった．
また医療制度構造だけでなく，看護系大学の増加，
ゆとり教育などの基礎教育や学生の質の変化など看護基
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礎教育を取り巻く状況も変化してきている．そこで日本
看護系大学協議会は 2007 年に「看護系大学における学
生の看護実践能力育成のための先駆的な取り組み」で，
教育の一方法として学内演習での臨床看護師の参加を提
案した．また，日本看護学教育学会においても，臨地実
習指導の充実を図るため，教育機関及び医療機関等にお
ける組織的・具体的な取り組みの強化を提言している
（2010）．このように看護基礎教育において，臨床看護
師と協働した教育方法を推進されるようになってきた．
臨床看護師と協働した学内演習の報告は 2005年以降
から散見している．小西（2015）は 2003 年から 2013
年までの看護技術の学内演習に臨床看護師が参加するこ
との成果を明らかにしている．それによると，学生への
成果として看護技術の修得，実習への安心・期待・学び，
充実した学内演習，臨床看護師の丁寧・優しい指導，患
者との関わりの理解，臨床状況の理解，学習意欲の向上
を述べている．また，学内演習に協働した看護師のその
後の実習指導への影響について調査した渡邊ら（2014）
は学生の学習内容や反応を意識した実習指導の実践，実
習指導者としての自己啓発・自己成長に影響を及ぼすこ
とを示唆している．これらのことから，看護学演習に
臨床看護師が参加することは，学内演習だけでなく，実
習指導にも学生の学習に効果をもたらすことが考えられ
る．
本学の成人看護学実習では高度専門特殊医療を提供
する病院を利用していることから，学生は最先端の医
療を受けている患者を受け持つため，新しい医療を調
べ，患者の複雑な病態を理解することに過大な努力を要
している．しかも実習時間数の減少や滞在日数の短縮
化によって，短期間に成人看護学実習の目標を学生は達
成しなくてはならない．そこで，効果的な実習がおこな
われるためにも学内での授業と臨地実習を関連づけた授
業方法を構築することが急務となった．2014 年度から
成人看護学の学内演習において臨床看護師と協働した授
業をおこなっている．臨床看護師が学内演習に参加した
ことによる実習への効果を明らかにするために研究をお
こなった．看護師の学内演習経験と実習指導との関連性
については櫻井ら（2016）で報告している．ここでは，
看護師の学内演習での協働が実習指導に効果を及ぼして
いるのかを看護師の演習経験評価と学生による実習指導
評価で検討した．これらを明らかにすることで，看護実
践能力の育成に繋がる臨床看護師と協働した教授方法の
資料になるものと考えられる．
Ⅱ．授業の概要
授業科目名（単位数・時間数）：成人看護学方法論Ⅳ（1
単位・30時間）
対象学年・学生人数：A大学看護学科3年次・88名
開講時期：前学期
科目の目標：成人期にあるさまざまな健康障害から
生じる症状や患者の反応に対して，科学的根拠に基づい
た看護実践が行える能力を養う． 
演習内容：成人看護技術は糖代謝障害のある人の看
護，呼吸困難に対する看護，薬物療法が必要な人への看
護，術直後の看護，急変時の看護をおこなった．看護過
程は脳梗塞の患者を事例に看護計画の立案までおこなっ
た．
　学内演習の実際：
①演習参加看護師
看護師は B病院看護部に協力人数を依頼し，看護部
で演習日ごとに参加可能な看護師を選定していただい
た．参加状況は，技術演習と看護過程演習の両方に参加
した看護師やいずれか一方に参加した看護師もいた（表
1）．成人看護技術演習の場合は，参加看護師名を看護
部から受け取った後，看護師の配属病棟の特性や参加状
況などから演習内容を教員が決定して，打合わせで本人
から承諾を得た．
技術演習に参加した看護師はのべ 50名で，回数で最
も多かったのは 4回で 6名であった．複数参加した看
護師の場合は同じ技術演習を担当するように配置した．
看護過程演習にはのべ 55名の看護師が参加し，すべ
ての演習に参加した看護師は 8名で，同じグループを
担当してもらった．
②成人看護技術演習
成人看護技術演習の展開を表 2に示した．技術演習
は 5つの内容をおこない，糖代謝障害のある人の看護
の演習は 44名を対象に 1コマで実施した．参加した臨
床看護師（以後 , 看護師とする）は 10名で 4～ 5名の
学生を担当し，教員と一緒にデモンストレーションや学
生指導をおこなった．呼吸困難に対する看護，薬物療法
が必要な人への看護，術直後の看護，急変時の看護の技
術演習は学生 44名をさらに 11名に分けて，4つのブー
スに分かれて順に回ってもらい，それぞれ 1コマずつ
合計 4コマ使用しておこなった．看護師は 3～ 5名の
・成人看護技術と看護過程演習の両方に参加した看護師は 9名
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学生を担当するように配置し，デモンストレーションや
学生指導をおこなった．教員はブースに2～3名配置し，
授業計画や進行，看護師のフォローをおこなった．
③看護過程演習
看護過程演習は学生 88 名を対象に 16 グループ編成
して 6コマを使用しておこなった．1回目の情報整理は
教員だけでおこなったが，2回目以降は看護師の協力を
求めた．看護師と教員で 5～ 6名の学生を担当した（表
3）．毎回異なる看護師が担当した3グループに対しては，
教員がその都度学生の学習状況を当日の打合わせで情報
提供をおこなった．
学内演習における看護師との打合わせ：打合わせは
成人看護技術演習と看護過程演習は別々におこなった．
両演習とも授業の 1～ 2週間前に 2回の打合わせを設
定し，看護師の都合が良い日程の方に来校してもらった．
病院は大学と同じキャンパス内であることから，打合わ
せ時の勤務状況は日勤での出席が多かったが，数名の看
護師は公休もしくは夜勤明けであった．
打合わせは事前に演習の目的・目標，方法，指導ポ
イントが書かれた演習計画書を渡し，当日は質疑応答を
中心におこなった．打合わせの所要時間は看護技術演習
では 120 分，看護過程演習は 90 分間を要した．看護
技術演習の場合，デモンストレーションを看護師に依頼
したため，その練習によって打合わせ時間が長くなった．
また，両演習とも当日の授業開始前に看護師と教員が集
まって演習内容の確認をおこなった．
指導のポイントでは，手順の遵守ではなく，手技や
手順を考えてもらうような発問をグループ全員にしても
らうように，資料を使って発問する内容とその目的を説
明した．
演習後のミーティング：成人看護技術演習および看
護過程演習が終了した後，30 分程度看護師から授業を
おこなった意見や気付いたこと，疑問点などを自由に話
してもらい，疑問点については教員から説明した．授業
の改善点などがあれば，検討して次回の授業では修正し
て実施してもらった．
Ⅲ．方法
1．対象者
A 大学の看護学科 3年生 88 名と平成 27 年度成人看
護学方法論Ⅳで技術演習および看護過程演習に参加した
B病院看護師 33名． 
2．調査期間
成人看護学実習Ⅰ , Ⅱ（以下実習とする）終了後の平
成 28年 1月 15日～ 2月 6日
3．調査方法
無記名自記式質問紙調査法
84
臨床看護師の演習参加による成人看護学実習指導での効果
4．調査内容
1）看護師への調査項目
看護師に関する基本情報や学内演習指導に参加して
思ったこと・感じたこと（以下，演習参加経験）を調
査した．演習参加経験に関する質問項目は小西（2015）
小松ら（2012），榎本ら（2006）をもとに看護師が学
内演習に参加した感想や意見に関する文章を抽出して意
味の類似性で整理した 24項目を「学生の理解（6項目）」
「指導の明確化（8項目）」「自己の内省（4項目）」「指
導意欲の向上（3項目）」「負担感（3項目）」の項目に
分けた．
さらに学内演習運営に関連する打合わせやミーティ
ングの時間などを調べる質問 3項目を加えた．演習参
加経験，打合わせとミーティングに関する質問は「非常
にそう思う（5点）」から「全くそう思わない（1点）」
の 5段階評定法とした．
また，実習指導で学内演習経験が役立ったことや心
がけたことを自由記述で求めた．
2）学生への調査項目
看護師の実習指導に対する学生の評価を調査した竹
下ら（2014）や椎野ら（2012）を参考に，「学習状況
を考慮した指導をしてくれた」「意欲を引き出してくれ
た」「つまずきやすいところに気づかせてくれた」「コミュ
ニケーションがとりやすい」の４項目を選定した．それ
らの項目を学内演習に参加した看護師と参加していない
看護師各々の実習指導について「非常にそう思う」から
「全くそう思わない」の 5段階評定法で回答を求めた．
演習参加した看護師であるという学生への周知は，教員
や看護師自らが演習参加したことを指導した日に学生に
伝えていた．
5．配布・回収方法
B 病院看護部長に調査協力の承諾を得て，実習終了後
に該当する看護師に個別に送付した．回収は個別に返信
してもらった．学生には成人看護学実習終了後，学生全
員が集まった時に調査票を配布し，学内にある指定した
回収ポストに提出してもらった．
6．分析方法
数量化したデータの分析は SPSS for Windows
（Ver.22）を用いておこなった．実習指導についての学
生評価は「非常にそう思う」を 5点，「全くそう思わない」
を 1点に得点化し，Wilcoxon 符号付順位検定を用いた．
これらの統計解析はρ <0.05 を有意とした．
また，実習指導で役立った自由記述の回答は類似し
たものをまとめて，カテゴリー化した．
Ⅳ．倫理的配慮
本調査への参加は個人の自由意思により決定される
ものとし，同意しない場合でもいかなる不利益を被るこ
とはないこと，個人を特定されることはないこと，研究
以外には使用しないことを看護師には文書で，学生には
口頭と文書で説明した．同意は質問紙への返信をもって，
得られたものと判断した．なお，本調査は A大学倫理
審査委員会の承認を得て実施した．
Ⅴ．用語の定義
協働：自らが属する組織や文化の異なる他者と一つ
の目標に向けて互いにパートナーとしてともに働くこと
である（坂本 , 2008）．ここでは臨床看護師が学内演習
に参加したことを協働とした．
Ⅵ．結果
1．対象
学内演習に参加した看護師 24 名から回答が得られ
（回収率 75％），すべてを分析対象とした．学生対象の
調査票は 76 名回収され（回収率 86%），学内演習に協
働した看護師と協働していない看護師の両者から実習指
導を受けた学生 40名を対象に分析対象とした．
看護師の基本属性を表 4に示した．看護師経験年数
は平均 14.6 年で，経験年数が 3年から 33年であった．
学生の実習指導に関わった経験があるものは 21名であ
り，臨床指導者講習会を受講したものは 13名であった．
また，平成27年度に成人看護学実習で学生指導に関わっ
たものは 15名であった．
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2．看護師の調査結果
学内演習に関する質問に対する回答結果を 5つの項
目別に図1に示した．学生の理解では，全ての項目で「そ
う思う」「非常にそう思う」の回答が多く，特に “ 現在
の学生の知識について知ることができた ” と “ 現在の学
生の意欲について知ることができた ” の回答は 96％で
あった．
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図 1-4．指導意欲の向上（n=24）
図 1-3．自己の内省（n=24）
図 1-2．指導の明確化（n=24）
図 1-1．学生の理解（n=24）
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指導の明確化で「そう思う」と「非常にそう思う」の
回答が多かったのは “ よい援助ができるようになってほ
しいと思った ”100％，“ 教育の取り組みを知る・教員と
の関係性を考える機会となった ”79％，“ 実習指導に役
立つと思った ”が 63％であった．一方，“ 学生の能力を
引き出す関わりが分かった ”“ 新人の陥りやすい傾向を
知る機会になった ”“ 臨床と教育現場の距離感が縮んだ ”
の回答は 50％未満であった．
自己の内省では，全ての項目で「そう思う」「非常に
そう思う」の回答が多かった．
指導意欲の向上の全ての項目において「そう思う」「非
常にそう思う」の回答が 50％以上を占め，特に “ この
演習に参加して指導方法に興味が持てた ”が 70％，“ 看
護師としての経験から得た援助のコツをもっと教えた
かった ”は 75％であった．
3．学生の調査結果
学内演習に協働した看護師と，協働していない看護
師の実習指導についての学生の評価は，“ 意欲を引き出
してくれた ”“ つまずきやすいところに気づかせてくれ
た ”“ コミュニケーションがとりやすい ”の項目で有意な
差が認められた（表 5）．
4．実習指導に役立ったこと
実習指導に役立ったことや心がけたことについて 13
件の意見があった．その内容は『情緒的支援』と『患者
理解の支援』の 2つのカテゴリーに分けられ、『情緒的
Ⅶ．考察
学生の実習指導に対する看護師の評価は全般的に高
いものであった．また学内演習に協働した看護師への評
価は，協働していない看護師よりも有意に評価が高く，
実習指導に違いがあることを学生は感じていたことが明
らかとなった．このことは，看護師の学内演習経験は実
習指導に影響を与える可能性を示唆するものである．佐
藤ら（2011）は 8年間のユニフィケーションシステム
の取り組みにおいて，演習参加によって看護師は学生の
レディネスを知る機会になり実習に役立ったと報告して
いる．つまり学生を理解することが実習指導に役立って
いると考えられる．本調査において，学内演習経験の項
目で学生の理解に関する質問に対して「そう思う」「非
常にそう思う」と回答した割合が多く，また実習指導で
役立ったことにおいても，学生の理解に関連する記述が
支援』には「学生の状況の理解」「学生に対するコミュ
ニケーション」に、『患者理解の支援』は「指導の工夫」
「学生の学習内容の理解」「患者の選定」のサブカテゴリー
にまとめられた（表 6）． 
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みられた．志田ら（2010）や永田ら（2009）は実習指
導者講習会を受講した看護師を対象に講習会の学びを調
査したところ，いずれも自分たちの時代と違うことを認
識し，新たな学生の見方ができるようになったことを述
べている．これらのことから効果的な実習指導をおこな
うためには，授業内容，学生特性，日頃の態度など多角
的な学生理解が重要であり，その機会が学内演習の協働
での経験といえよう．
学生理解に関して，演習経験の調査において多くの
看護師が学生の緊張を理解し，自己を振り返っていた．
さらに自由記述において，演習で協働した看護師は学内
の学生の様子を知ることによって，実習での学生の状態
と比較し，実習で学生がいかに緊張していたことに気づ
いたという意見があった．一方学生による看護師の実習
指導評価では，学内演習で協働した看護師の方が “ 意欲
を引き出してくれた ”“ コミュニケーションがとりやす
い ” の項目で評価が高かった．これらのことを考慮する
と，看護師が学内演習に協働することで学生の緊張を低
減させるような情緒的な支援の必要性を実感したことが
考えられる．そのため，実習指導時の実習環境を整える
支援に繋がったことが考えられる．
また，演習後のミーティングで「学生さんはわから
ないと思っていたが，ここまでわかっていないことが分
かりました」「今の学生さんってこんな感じなんですね」
という感想があった．学内演習に協働した看護師の多く
は 10年以上の経験者であった．そのため自分の学生時
代の記憶が薄らぎ，自分と異なる生活体験や教育背景を
もつ学生にギャップを持ちやすいことが考えられる．実
習指導者講習会のように系統的な教育プログラムの場で
はないが，学内演習での協働は学生理解を促進し，支援
に役立てられると考える．
これらのことから学内演習で学生指導をする経験は，
学生を理解し，関わり方を見直す機会となり，効果的な
実習指導に繋がることが示唆された．澤田（2016）は
国内の文献から教員の看護学実習指導の実態を分析した
ところ，学生の特性を捉え，それから学生の能力や状況
に応じた指導や実習環境の整備といった個別的な指導を
展開していたことを述べている．この研究は対象が教員
ではあるが，看護師にも当てはめることができるのでは
なかろうか．看護師が学内演習で学生理解を深めると同
時に自己を内省し，学生への関わり方を工夫しようとす
る動機を持ち，それを実施してみる．そして学生との関
わりの中で指導のやりがいを体験し，学生指導の関心を
高められることが推察される．本調査においても半数以
上の看護師に指導意欲の向上が認められた．したがって，
学内演習に臨床看護師が協働することは，学生への実習
指導だけでなく看護師自身の看護実践におけるコンピテ
ンシーを高めることにもなると考えられる．
看護学においてコンピテンシーは，行動によって見
極められる動機，自己効力感，思考，スキル，知識など
を含む総合的な能力の概念であり，高業績につながると
予測されるものとして使用されている（武村 , 2014）．
White,R.W. は発達や学習の過程における活動を推進さ
せるものは，特定の目標達成というよりも，自己の活動
の結果，環境に変化をもたらすことができたという効力
感であり，人が効力感を追及し環境と相互交渉していく
うちに，その知識や技能が熟達すると述べている（橋本 , 
1999）．このように学内演習で学生に指導した経験が，
看護師自身の育成力に繋がり，日頃の看護実践において
も活用されることが期待される．
一方，学生による実習指導看護師の「学習状況を考
慮した指導」の調査項目は，学内演習経験の有無では違
いが認められなかった．また看護師の学内演習経験でも，
“ 学生の能力を引き出す関わりが分かった ” は「どちら
でもない」の回答が多かった．しかし看護師を対象とし
た実習指導で役立ったことの調査結果では，『患者理解
の支援』が抽出されたように，実習指導で学生の思考支
援をしていた看護師もいた．学内演習に参加した看護師
の背景をみると，経験年数や指導背景など多様であり，
教育方法・技術に関する知識に違いがあると考えられる．
そのため，教育方法・技術の知識が少ない看護師にとっ
て，看護上の問題を解決するための思考過程に関する指
導などについては，学内演習に協働しただけでは，効果
がみられないことが推察される．
岩井ら（2012）は実習指導者の困難感を調べたとこ
ろ，現象を意味づけたり，学習素材を構造化したり，学
習素材の選定や思考の昇り降りをおこなう「学習素材の
情報化」に対して困難感を示していることを明らかにし
て，指導者に対するリフレクションや学習があらためて
必要になることを指摘した．つまり疾病や治療に関する
知識と患者の状態や看護援助とを関連づける思考を促進
する指導方法を演習の打合せなどの機会を使って看護師
に提供していくことが必要である．更に学習素材の情報
化に関する指導方法など，学生の思考を促進する関わり
方について看護師とともに検討し，学んでいくことが重
要と考えられる．
Ⅷ．結論
看護師との協働した学内演習によって，看護師は学
生の状況を理解し，自己を内省して実習指導の意欲を感
じていたことが明らかとなった．また，学生による看護
師の実習指導評価において，学内演習に協働した看護師
は協働していない看護師よりも “ 意欲を引き出してくれ
た”“つまずきやすいところに気づかせてくれた”“コミュ
ニケーションがとりやすい ” で評価が高かった．このこ
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とは看護師の学内演習経験が実習指導で情緒的な支援に
役立てられたものと考えられる．しかし一方，学生の思
考を促進するような学習状況を考慮した指導に関して
は，実習指導に及ぼす効果は示されなかった．
本調査では臨床看護師が学内演習で感じた経験を調
査したもので，看護師の教育的関わりや学生の学びにつ
いては追及していない．そこで今後は，看護師の学生に
対する思考の育成などの教育的関わりについて，学内演
習や実習指導の側面から更なる検討が必要である．
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